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論文審査の要旨 (2000字程度 )

本論文は、「The Effect of Workload in Work― sharing En宙 ronment under DLB Policy(DLBポ リシーの作業

共有下における作業負荷が与える効果 )」 と題して、工程間にバッフアをもつことを前提としたセル生産の研究か

ら出発し、隣り合う作業者がタスクを共有 (助け合い)し、作業者のタスクの範囲が動的に変化する DLB(Dynamic

Line Balancing)を 取り上げ、作業負荷の影響による挙動を解明し新たなコントロールルールを提案したもので

あり、 6章からなつている。

Chapter l「 Introduction(序 )」 では、日本独自の生産方式として知られる多能工によるセル生産の中で、エ

程間で助け合いゾーンをもつ分割セルにおいて、近年 2工程間にバファの導入の動きがあることに着眼し、 2エ

程間にバッファをもつことを前提とした DLBでモデル化できることを発案、DLBにおける既往の研究について考察

し、本論文の目的について述べている。

Chapter 2「 Helping Zone and Buffer Stations(助 け合いゾーンとバッフアの相互関係 )」 では、我が国セル

生産に分割セルにおいて最近出現したバッファを導入した状況をモデル化し、助け合いゾーンに対応する共有タ

スクの大きさ、バッファサイズ、引き渡しルール、そしてタスク作業時間の変動係数を与えたもとで、バッファ

の導入効果についてシミュレーションによる検証を行つている。その結果、作業時間の変動が小さいときにはバ

ッファ導入の効果はなく、大きいときにその効果が出るという今後のセル生産設計上有用な知見を導きだしてい

る。

Chapter 3「 Dynamic Line Balancing(DLB)and Fixed Workload(DLBに おける固定タスクの占める割合の影

響 )」 では、前提条件として効率的な生産管理方式として知られる全工程で在庫を一定に保つ 00NWIP(00Nstant

Work― in―Process)ラ インを対象として、DLBにおける固定タスク (前後の工程で作業負荷が異なる場合も含めて)

と共有タスクの割合の違いによる影響について、上下流工程における共有の仕方の情報を加味した独自の指標を

導入して論じている。その結果、00NWIPに おける一定にする在庫数が小さい場合には上流工程の固定タスクを増

やす、在庫数大きい場合には下流側の工程の固定タスクを増やすことが効率を高めることを示している。

Chapter 4「Factors Affecting the DLB Performance(DLB性 能に影響を与える要因)」 では、共有タスクでの

作業を継続するか否かの判断ルールとしてよいとされるHFB(a Half Fu H Buffer)と SRNS(Sma H R No Starvation)、

それを判断するポイントの粒度 (granularity)、 そして位置による作業の変動の大きさの 3つの要因を取り上げ、
これらの条件による性能について評価している。その結果、判断ルールの性能は作業負荷によつて異なる、共有

タスクが大きくなると粒度による性能に与える影響が大きい、そして変動の位置については共有タスク部分の変

動を抑えることが性能向上に有効であることなどの体系的な示唆を与えている。

Chapter 5「 ‖odification of a Coordinate Rule with Considering the Workload(作 業負荷を考慮した判断

ルールの提案 )」 では、これまで優れた準最適ルールとされてきた HFBと SRNSに ついて、前章の結果を踏まえて、

HFBに作業負荷指標を取り入れた WFB(Workload― Fu‖―Buffer)と 呼ぶ方式を提案、多くの要因を取り込んだ包括的

なシミュレーション実験により、ほとんどの条件で新提案方式が優れていることを示している。

Chapter 6「 Oonclusion(結論 )」 では、本論文を総括、結論を述べるとともに、本論文の限界、そして今後の

展望について述べている。

以上を要するに、本論文は日本独自のセル生産にバッフア導入の効果を明らかにした上で、よリー般モデルで

ある DLBへの橋渡しを行い、その知見を活かしさらに生産方式として 00NWIPを 組み込むことで、DLBの性能、効

率向上について、新たな挙動の解明と作業継続ついての優れた新ルールを提案・検証したものであり、今後セル

生産のロボット化の進展のもとで効率最適化のためのコントロール方式として重要な示唆を与えるものであリエ

学上の貢献が大きい。よつて本論文は、博士 (工学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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